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一
、
は
じ
め
に

　

道
元
（
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
）
に
お
け
る
「
発
心
」
の
語
は
、
単
な
る
仏

道
修
行
の
起
点
で
は
な
く
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
仏
の
境
地
と
重
な
る
こ
と
は
夙

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
）
1
（

。
そ
の
為
、
道
元
の
著
作
に
お
け
る
「
発
心
」
の
語
を
究

極
的
意
味
で
の
「
発
心
」
と
し
て
理
解
し
て
も
よ
い
か
、
と
い
う
と
そ
う
で
は

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
道
元
の
用
語
に
は
幾
重
か
の
階
層
が
あ
り
、
以
前
、
論

じ
た
通
り
）
2
（

、「
発
心
」
の
語
も
、
単
な
る
「
発
心
」
と
「
真
発
心
」
の
語
を
使

い
分
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
単
に
「
発
心
」
と
し
た
場
合
も
、「
真

発
心
」
と
し
て
の
「
発
心
」
で
あ
る
か
、「
真
発
心
」
の
条
件
を
満
た
し
て
い

な
い
「
発
心
」
で
あ
る
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、「
発
心
」
と
同

様
に
、
初
心
か
ら
一
貫
し
て
重
要
な
働
き
を
持
つ
と
さ
れ
る
信
に
つ
い
て
も
、

「
発
心
」
の
よ
う
な
階
層
が
あ
る
の
か
を
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、

本
論
で
は
、「
発
心
」
と
信
に
つ
い
て
の
考
察
を
中
心
に
論
を
進
め
る
。
そ
し
て
、

「
発
心
」
に
関
連
し
て
、
証
と
悟
の
使
用
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

二
、「
発
心
」
の
使
用
法
に
つ
い
て

　
「
発
心
」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
中
で
も
、
佐
藤
泰
舜
氏
は
、「
発
心
」
を

道
元
が
引
用
す
る
三
心
論
か
ら
、
三
段
階
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
一
段
階

は
見
聞
覚
知
の
心
で
あ
り
、
慮
知
心
の
作
用
と
し
て
菩
提
心
の
成
立
を
論
じ
て

い
る
。
こ
の
第
一
段
階
よ
り
、「
発
心
」
が
正
し
く
慮
知
心
に
属
し
て
い
る
と

断
定
し
て
い
る
。
第
二
段
階
と
し
て
木
石
心
や
牆
壁
瓦
礫
と
し
て
の
古
仏
心
を

も
っ
て
「
発
心
」
す
る
と
し
て
、
真
心
と
い
う
べ
き
方
面
の
働
き
で
あ
る
と
す

る
。
第
一
段
の
慮
知
心
を
以
て
「
発
心
」
す
る
と
い
う
説
に
対
し
て
、
そ
れ
が

単
な
る
慮
知
心
で
な
く
て
、
実
に
真
如
実
相
の
一
心
を
担
っ
た
も
の
で
あ
り
、

慮
知
念
覚
の
日
常
心
が
そ
の
ま
ま
に
真
如
仏
性
の
全
現
で
あ
る
と
の
意
味
を
説

示
し
、「
発
心
」
が
高
次
の
価
値
を
宿
せ
る
心
作
用
で
あ
る
と
し
て
、
第
二
段

が
第
一
段
の
中
に
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。
第
三
段
階
は
、
日
常
の
運
作
転
動

道
元
に
お
け
る
発
心
・
信
・
証
・
悟
の
使
用
法
に
つ
い
て
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が
「
発
心
」
で
あ
り
、
日
常
当
面
の
生
活
経
験
の
全
体
が
、「
発
心
」
の
全
き

働
き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
れ
故
に
凡
そ
菩
提
の
為
に
と

い
う
意
図
か
ら
な
さ
れ
た
日
常
一
切
の
行
為
は
、
悉
く
「
発
心
」
の
顕
現
で
あ

り
、
こ
の
心
根
に
よ
っ
て
成
さ
れ
る
経
験
の
対
象
は
、
見
聞
覚
知
さ
れ
る
も
の

が
悉
く
菩
提
心
そ
の
も
の
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
第
二
段
と
第
三
段
は
、
一
体
の
両
面
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

前
者
は
「
発
心
」
の
主
観
面
と
す
れ
ば
、
後
者
は
そ
の
客
観
面
で
あ
り
、
道
元

の
場
合
に
お
い
て
、
行
の
世
界
に
於
け
る
対
象
が
重
ん
じ
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な

「
発
心
」
の
働
き
も
、
直
接
に
は
必
ず
第
一
段
の
慮
知
心
の
作
用
を
媒
介
と
す

る
こ
と
を
断
言
す
る
と
こ
ろ
に
、
事
理
不
二
の
中
で
も
事
を
重
ん
ず
る
日
本
仏

教
の
特
徴
が
窺
わ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
発
心
」
の
意
識
内
容
と
し
て
絶
対
利
他
の
精
神
を
挙
げ
、
道
元
は

こ
れ
を
永
遠
の
菩
薩
行
と
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
絶
対
性
に
関
し
て
、
道
元

の
説
く
「
発
心
」
は
、
そ
れ
自
体
窮
極
の
も
の
で
あ
り
、
十
全
具
足
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
絶
対
不
二
の
も
の
で
あ
り
、
教
理
上
の
概
念
を
以
て
模
索
す
る
間

は
、
未
だ
真
に
万
法
「
発
心
」
の
絶
対
境
に
参
じ
た
と
は
言
い
得
な
い
と
し
、

道
元
に
あ
っ
て
は
、
菩
提
心
よ
り
も
「
発
菩
提
心
」
が
緊
要
で
あ
り
、
菩
提
心

の
本
具
の
論
よ
り
も
、「
発
菩
提
心
」
の
先
験
的
な
る
体
験
を
肝
要
と
す
る
。

加
え
て
、
仏
果
菩
提
を
彼
方
に
見
、
こ
れ
を
所
期
と
し
て
の
「
発
心
」
で
あ
る

な
ら
ば
、
未
だ
真
の
「
発
心
」
で
な
い
と
い
う
の
が
道
元
の
心
意
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
無
常
観
を
「
発
心
」
の
根
本
動
機
で
あ
る
と
す
る
）
3
（

。

　
「
発
心
」
と
「
真
発
心
」
の
語
の
差
異
に
つ
い
て
、
以
前
、
論
じ
た
）
4
（

が
、
こ

こ
で
要
点
を
示
す
と
、
ま
ず
、
以
下
の
よ
う
に
『
永
平
広
録
』
巻
五
に
「
真
発

心
」
の
定
義
が
説
か
れ
る
。

上
堂
。
無
上
菩
提
者
、
非p

為p

自
、
非p

為p

他
、
非p

為p

名
、
非p

為p

利
。

然
而
一
向
専
求w

無
上
菩
提q

精
進
不
退
、
是
名w

発
菩
提
心z

既
得w

此
心

現
前a

尚
不i

為w

菩
提q

而
求u

菩
提h

此
是
真
実
菩
提
心
也
。
如
無w

此

心a

豈
為w

学
道z

当
山
兄
弟
、
一
向
専
求w

菩
提
心q

而
不p

応w

懈
廃z

如
未p

得w

菩
提
心q

者
、
須p

祈w

願
先
代
仏
仏
祖
祖z

又
須i

以w

所p

修
之

善
業a

廻w

向
菩
提
心q

而
願
求y

也
）
5
（

。

　

す
な
わ
ち
、
発
菩
提
心
と
は
、
自
他
名
利
に
拘
わ
ら
ず
、
無
上
菩
提
を
求
め

精
進
し
て
不
退
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
菩
提
心
を
得
た
う
え
で
、
菩
提
の
為
と

量
ら
ず
、
精
進
不
退
で
あ
る
こ
と
と
定
義
さ
れ
る
。
加
え
て
、
真
の
菩
提
心
を

得
ら
れ
な
い
場
合
、
雲
水
は
真
の
菩
提
心
を
求
め
、
懈
廃
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
が
、
仏
祖
に
祈
願
し
、
善
業
を
菩
提
心
に
廻
向
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
『
永
平
広
録
』
巻
八
に
も
「
真
発
心
」
に
関
す
る
定
義
が

説
か
れ
て
い
る
。

謂
、
先
代
仏
祖
、
皆
是
道
心
士
也
。
若
無w

道
心a

万
行
虚
設
也
。
然
則

参
学
雲
水
、
先
須p

発w

菩
提
心q

也
。
発w

菩
提
心q

者
、
乃
度w

衆
生q

心
也
。

先
須p

有w

道
心z

次
須p

具w

慕
古z

後
須p

求p

実
。
此
是
三
種
、
即
初
心

晩
学
之
所
学
也
）
6
（

。

　

こ
こ
で
は
、
初
心
か
ら
晩
学
ま
で
共
通
し
て
学
ぶ
と
こ
ろ
と
し
て
、
菩
提
の

た
め
と
は
量
ら
な
い
道
心
・
慕
古
心
・
真
実
を
求
め
る
心
を
挙
げ
、
そ
の
中
で

も
、
雲
水
は
ま
ず
、
衆
生
を
度
す
心
と
し
て
の
菩
提
心
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
無
上
菩
提
を
求
め
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、『
正
法

眼
蔵
』「
発
菩
提
心
」
巻
で
は
、
次
の
記
述
の
よ
う
に
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。

菩
提
心
を
お
こ
す
、
と
い
ふ
は
、
お
の
れ
い
ま
だ
わ
た
ら
ざ
る
さ
き
に
、

一
切
衆
生
を
わ
た
さ
ん
、
と
発
願
し
、
い
と
な
む
な
り
。
…
…
菩
提
心
を

お
こ
し
て
の
ち
、
三
阿
僧
祇
劫
、
一
百
大
劫
、
修
行
す
。
あ
る
い
は
無
量

劫
お
こ
な
ひ
て
、
ほ
と
け
に
な
る
、
あ
る
い
は
無
量
劫
お
こ
な
ひ
て
、
衆

生
を
さ
き
に
わ
た
し
て
、
み
づ
か
ら
は
つ
ひ
に
ほ
と
け
に
な
ら
ず
、
た
だ

し
衆
生
を
わ
た
し
、
衆
生
を
利
益
す
る
も
あ
り
。
…
…
お
ほ
よ
そ
菩
提
心

と
は
、
い
か
が
し
て
一
切
衆
生
を
し
て
菩
提
心
を
お
こ
さ
し
め
、
仏
道
に

引
導
せ
ま
し
と
、
ひ
ま
な
く
三
業
に
い
と
な
む
な
り
）
7
（

。

　

右
の
記
述
で
は
、
自
分
の
到
彼
岸
よ
り
も
、
衆
生
を
渡
す
こ
と
を
優
先
す
る

こ
と
と
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
己
の
無
上
菩
提
を
求
め
ず
、
衆

生
の
無
上
菩
提
を
求
め
る
志
が
「
真
発
心
」
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
佐
藤
氏
の

述
べ
る
目
的
意
識
で
あ
る
利
他
心
を
指
し
、
こ
の
目
的
意
識
を
も
つ
「
真
発
心
」

こ
そ
が
、
佐
藤
氏
が
論
ず
る
と
こ
ろ
の
「
発
心
」
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
仏
道
に
入
る
際
の
、
無
上
菩
提
を
求
め
る
「
発
心
」
と
「
真

発
心
」
と
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
佐
藤
氏
が
説
く
「
発
心
」
の
前
提

と
し
て
、
幾
重
か
の
階
層
が
あ
り
、
そ
の
階
層
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
真
発
心
」
へ
と
繋
が
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
下
で
は
、「
真
発
心
」
と
そ

れ
の
前
段
階
に
当
た
る
「
発
心
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

そ
こ
で
、「
発
心
」
で
起
こ
す
心
、
つ
ま
り
菩
提
心
に
つ
い
て
の
定
義
を
見

て
い
く
と
、『
学
道
用
心
集
』
の
最
初
の
項
目
と
し
て
「
可
発
菩
提
心
事
」
と

題
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

右
、
菩
提
心
、
多
名
一
心
也
。
竜
樹
祖
師
曰
、
唯
観w

世
間
生
滅
無
常q

心

亦
名w

菩
提
心z

然
乃
暫
依w

此
心a

可p

為w

菩
提
心q

者
歟
。
誠
夫
観w

無

常q

時
、
吾
我
之
心
不p

生
。
名
利
念
不p

起
。
…
…
…
…
縦
有p

読w

権
実

之
妙
典a

縦p

有
伝w

顕
密
之
教
籍a

未p

抛w

名
利a

未p

称w

発
心z

有
云
、

菩
提
心
者
無
上
正
等
覚
心
也
、
不p

可p

拘w

名
聞
利
養z

有
云
、
一
念
三

千
之
観
解
也
。
有
云
、
一
念
不
生
法
門
也
。
有
云
、
入
仏
界
心
也
。
如p

是

之
輩
未p

知w

菩
提
心a

猥
謗w

菩
提
心z

於w

仏
道
中q

遠
之
遠
矣
。
試
顧w

吾
我
名
利
之
当
心a

融w

一
念
三
千
之
性
相q

否
、
証w

一
念
不
生
之
法
門q

否
。
唯
有w

貪
名
愛
利
之
妄
念a

更
無w

菩
提
道
心
可o

取
乎
。
古
来
得
道

得
法
之
聖
人
、
雖p

有w

同
塵
之
方
便a

未p

有w

名
利
之
邪
念z

法
執
尚
無
、

況
世
執
乎
。
所
謂
菩
提
心
者
、
前
来
所p

云
観w

無
常q

心
、
便
是
其
一
也
、

全
非w

狂
者
所o

指
也
。
彼
不
生
念
三
千
相
、
発
心
以
後
之
妙
行
也
、
不p

可

p

猥
歟
。
唯
暫
忘w

吾
我q

而
潜
修
、
乃
菩
提
心
之
親
也
。
…
…
所
以
非p

我
、

彼
此
無p

可p

執
乎
。
迷
者
執p

之
、
悟
者
離p

之
。
而
計w

無
我
之
我a

執w

不
生
之
生a

不p

行w

仏
道
之
可o

行
、
不p

断w

世
情
之
可o

断
、
厭w

実
法q

求w

妄
法a

豈
不p

錯
乎
）
8
（

。

　

右
記
で
は
、
菩
提
心
を
多
く
の
名
を
持
つ
一
心
と
し
て
、
龍
樹
に
依
拠
し
、

世
間
の
生
滅
の
無
常
を
観
ず
る
心
を
菩
提
心
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
亦
」
と

あ
る
た
め
、
道
元
が
無
常
観
の
心
以
外
に
も
菩
提
心
の
要
件
を
想
定
し
て
い
た

こ
と
を
推
察
で
き
る
。
但
し
、『
学
道
用
心
集
』
の
最
初
に
こ
の
条
件
を
出
し

た
こ
と
は
、
佐
藤
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、
道
元
の
思
想
に
お
い
て
、
無
常
観
が
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前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
い
え
る
。
し
か
し
、
無
常
観
は
仏
教
の
基
本
的
思

想
と
も
い
え
、
世
間
の
生
滅
と
限
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
独
自
性
の
あ
る

表
現
で
は
な
い
。
現
に
、
道
元
は
四
念
処
と
し
て
観
心
無
常
を
挙
げ
る
こ
と
も

あ
る
）
9
（

。
こ
こ
で
は
「
発
菩
提
心
」、
つ
ま
り
「
発
心
」
に
つ
い
て
論
じ
る
に
当

た
り
、
仏
教
徒
の
同
意
を
得
て
い
る
無
常
観
か
ら
、「
発
心
」
に
つ
い
て
道
元

が
重
視
す
る
条
件
を
導
く
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
無
常
観
に
よ
り
、

吾
我
の
心
が
生
じ
な
い
か
ら
、
名
利
の
念
が
起
こ
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、論
は
名
利
に
焦
点
を
置
き
展
開
し
、名
利
を
投
げ
捨
て
な
け
れ
ば
、「
発
心
」

と
は
い
え
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
得
道
得
法
の
聖
人
に
つ
い
て
、
名
利
を
邪
念

と
切
り
捨
て
、
法
執
が
な
い
か
ら
、
世
執
も
当
然
の
如
く
な
い
も
の
と
し
、
世

間
の
生
滅
と
い
っ
た
限
定
は
取
り
払
わ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
無
常
を
観
ず
る

心
を
菩
提
心
の
一
の
「
発
心
」
を
説
い
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
一
は
、
第
一

条
件
、
つ
ま
り
道
元
の
「
発
心
」
観
の
前
提
と
も
考
え
ら
れ
、
一
念
三
千
や
一

念
不
生
と
い
っ
た
観
法
は
、「
発
心
」
以
後
の
妙
行
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『
学
道
用
心
集
』
で
は
、「
真
発
心
」
を
説
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

先
に
引
用
し
た
『
永
平
広
録
』
巻
五
で
も
名
利
を
離
れ
る
こ
と
は
説
か
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
を
展
開
し
て
い
な
い
こ
と
は
、『
学
道
用
心
集
』

で
説
か
れ
る
「
発
心
」
を
前
提
と
し
て
「
発
心
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
道
元
に
お
け
る
「
発
心
」
と
は
、
無
常
観
を
前
提
に
、

そ
の
無
常
観
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
吾
我
の
心
を
離
れ
、
名
利
の
念
を
起
さ
な
い

こ
と
を
当
然
の
条
件
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
永
平
広
録
』
巻
五
の
よ
う
に
、

話
の
前
段
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。『
永
平
広
録
』
巻
五
で
は
、

自
他
名
利
で
は
な
い
無
上
菩
提
を
求
め
て
精
進
し
て
不
退
で
あ
る
こ
と
を
「
発

心
」
と
し
て
い
る
か
ら
、『
学
道
用
心
集
』
で
い
う
「
発
心
」
は
、『
永
平
広
録
』

巻
五
で
い
う
「
発
心
」
に
は
及
ば
な
い
「
発
心
」
で
あ
る
と
い
え
る
。『
学
道

用
心
集
』
で
も
無
常
観
に
よ
る
「
発
心
」
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
は
我
を
離
れ

る
こ
と
を
解
い
て
は
い
る
が
、
あ
く
ま
で
実
法
を
求
め
る
こ
と
を
説
く
。
従
っ

て
、
道
元
の
説
く
「
発
心
」
に
は
、
単
な
る
「
発
心
」
と
「
真
発
心
」
の
前
提

と
な
る
「
発
心
」
も
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、『
学
道
用
心
集
』
で
は
、
菩
提
道
心
と
し
て
、
道
心
を
菩
提
心
と
並

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
引
用
し
た
『
永
平
広
録
』
巻
八
で
は
、
初
心
か
ら

晩
学
の
共
通
項
の
第
一
と
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
道
心
と
は
、『
学

道
用
心
集
』
で
説
く
よ
う
な
「
発
心
」
の
前
提
と
な
る
よ
う
な
「
発
心
」
に
お

け
る
菩
提
心
と
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
永
平
広
録
』
巻

八
で
は
、
万
行
を
虚
し
く
さ
せ
な
い
た
め
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」
下
巻
に
「
衲
子
を
教
訓
す
る
に
い
は
く
、
参
禅
学

道
は
、
第
一
有
道
心
、
こ
れ
学
道
の
は
じ
め
な
り
）
10
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
心
は
、

参
禅
学
道
の
前
提
と
し
て
持
つ
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、『
衆
寮

清
規
』
の
基
本
と
な
っ
た
）
11
（

『
重
雲
堂
式
』
で
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
み
え
る
。

道
心
あ
り
て
、
名
利
を
な
げ
す
て
ん
人
、
い
る
べ
し
、
い
た
づ
ら
に
ま
こ

と
な
か
ら
ん
も
の
、
い
る
べ
か
ら
ず
。
あ
や
ま
り
て
い
れ
り
と
も
、
か
ん

が
へ
て
い
だ
す
べ
し
。
し
る
べ
し
、
道
心
ひ
そ
か
に
お
こ
れ
ば
、
名
利
た

ち
ど
こ
ろ
に
解
脱
す
る
も
の
な
り
）
12
（

。

　

す
な
わ
ち
、
道
心
を
得
れ
ば
、
名
利
が
す
ぐ
に
解
脱
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
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道
心
を
本
源
と
ま
で
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
永
平
広
録
』
巻
八
で
み
た
よ
う

に
、
先
ず
「
発
心
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、『
永
平
広
録
』
巻
八
で
先
ず
発
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
菩
提

心
と
は
同
等
と
考
え
ら
れ
、『
学
道
用
心
集
』
で
述
べ
た
通
り
の
前
提
と
な
る

「
発
心
」
と
い
え
よ
う
。
因
み
に
、
道
心
は
有
無
で
語
ら
れ
る
文
が
多
く
、
発

す
と
語
る
の
は
、
こ
の
『
重
雲
堂
式
』
く
ら
い
で
あ
る
。
道
心
が
前
提
条
件
と

な
る
こ
と
は
、
右
の
『
重
雲
堂
式
』
を
基
に
作
ら
れ
た
『
衆
寮
清
規
』
と
並
び
、

『
永
平
清
規
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
知
事
清
規
』
に
も
、
道
心
の
規
定
が
あ
り
、

「
所
謂
道
心
者
、
不p

抛w

撒
于
仏
祖
之
大
道a

深
護w

惜
于
仏
祖
之
大
道
）
13
（z

」
と

い
う
よ
う
に
、
仏
祖
の
大
道
を
捨
て
ず
に
守
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
仏
道
を
も
と
む
る
に
は
、
ま
づ
道
心
を
さ
き
と
す
べ
し
）
14
（

。」
か
ら
始
ま
る
、
九

十
五
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』「
道
心
」
巻
）
15
（

で
は
、
無
常
観
と
関
連
し
て
道
心
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

世
の
す
え
に
は
、
ま
こ
と
あ
る
道
心
者
、
お
ほ
か
た
な
し
。
し
か
あ
れ
ど

も
、
し
ば
ら
く
心
を
無
常
に
か
け
て
、
世
の
は
か
な
く
、
人
の
い
の
ち
の

あ
や
ふ
き
こ
と
、
わ
す
れ
ざ
る
べ
し
。
わ
れ
は
、
世
の
は
か
な
き
こ
と
を

お
も
ふ
と
、
し
ら
ざ
る
べ
し
。
あ
ひ
か
ま
へ
て
、
法
を
お
も
く
し
て
、
わ

が
身
、
我
が
い
の
ち
を
か
ろ
く
す
べ
し
。
法
の
た
め
に
は
、
身
も
い
の
ち

も
、
を
し
ま
ざ
る
べ
し
）
16
（

。

　

こ
こ
で
の
無
常
観
は
、
心
に
関
す
る
無
常
で
は
な
く
、
世
の
無
常
を
感
じ
、

世
が
無
常
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
身
命
を
惜
し
ま
ず
に
仏
道
を
も
と
め
る
こ
と
が

説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
道
心
」
巻
で
は
、
仏
・
宝
・
僧
の
三
宝
に
帰
依
す

る
こ
と
）
17
（

、
草
座
・
石
蜜
漿
・
燃
灯
を
つ
く
り
供
養
す
る
こ
と
）
18
（

、『
法
華
経
』
書

写
し
て
護
持
す
る
こ
と
）
19
（

、
袈
裟
を
か
け
て
坐
禅
す
る
こ
と
）
20
（

が
説
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
道
心
と
は
、
仏
道
修
行
の
前
提
と
な
る
べ
き
心
で
あ
り
、
心

の
無
常
を
観
ず
る
こ
と
は
直
接
的
に
説
か
れ
て
は
い
な
い
。
名
利
を
捨
て
る
こ

と
と
、
仏
道
修
行
者
の
前
提
と
な
る
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
道
心

が
名
利
を
捨
て
る
こ
と
か
ら
も
、『
坐
禅
用
心
集
』
で
説
か
れ
る
、
前
提
と
な

る
「
発
心
」
の
後
に
位
置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、「
発
心
」
に
つ
い
て
、
更
に
み
て
い
く
と
、「
礼
拝
得
髄
」
巻
に
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

震
旦
国
の
志
閑
禅
師
は
、
臨
済
下
の
尊
宿
な
り
。
…
…
臨
済
を
は
な
れ
て

末
山
に
い
た
る
に
、
末
山
と
ふ
、
近
離
甚
処
。
…
…
つ
ひ
に
発
心
し
て
園

頭
を
つ
と
む
る
こ
と
、
始
終
三
年
な
り
。
の
ち
に
出
世
せ
り
し
時
、
衆
に

し
め
し
て
い
は
く
、
わ
れ
臨
済
爺
爺
の
と
こ
ろ
に
し
て
半
杓
を
得
し
き
、

末
山
嬢
嬢
の
と
こ
ろ
に
し
て
半
杓
を
得
し
き
。
と
も
に
一
杓
に
つ
く
り
て
、

喫
し
お
は
り
て
、
直
至w

如
今q

飽
餉
餉
な
り
）
21
（

。

　

こ
の
漢
渓
志
閑
（
生
年
不
詳
〜
八
九
五
）
の
話
か
ら
、
臨
済
の
下
に
い
る
時

の
志
閑
は
、「
発
心
」
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
末
山
（
了

然
尼
）
に
至
っ
て
初
め
て
「
発
心
」
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
「
初
発
心
」
と

も
い
え
る
が
、
こ
の
話
か
ら
で
は
単
な
る
「
発
心
」
で
あ
る
か
「
真
発
心
」
で

あ
る
か
は
断
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
こ
の
「
初
発
心
」
の
あ
と
、
出
世
し
た
と

あ
り
、
臨
済
下
で
も
半
杓
を
得
た
と
あ
り
、
道
元
も
臨
済
を
肯
定
し
て
い
る
）
22
（

こ

と
か
ら
、「
真
発
心
」
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
園
頭
を
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三
年
務
め
た
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
知
事
清
規
』
に
お
い
て
、「
園
頭
一
職
最
難

極
苦
矣
。
有w

道
心q

者
勤
来
職
也
。
無w

道
心q

人
、
不p

可p

充
之
職
）
23
（

。」
と
あ

る
よ
う
に
、
道
心
が
あ
る
人
の
職
で
あ
り
、「
礼
拝
得
髄
」
巻
で
「
発
心
」
の

直
後
に
園
頭
に
充
当
さ
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
心
に
も

「
発
心
」
の
よ
う
な
階
層
が
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。
但
し
、
道
心
は
、
先

に
引
用
し
た
『
重
雲
堂
式
』
を
除
け
ば
、
そ
の
有
無
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
記

述
が
占
め
て
い
て
、
菩
提
心
の
よ
う
に
積
極
的
に
発
・
未
発
と
い
っ
た
文
脈
で

は
使
用
さ
れ
な
い
点
を
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
重

雲
堂
式
』
巻
は
、『
衆
寮
清
規
』
の
基
本
と
な
っ
た
深
草
興
聖
寺
の
時
の
雲
堂

に
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
道
元
の
思
想
を
充
足
し
て
い
る
か
に
も
注
意
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
初
発
心
」
に
関
し
て
は
、「
諸
法
実
相
」
巻
に
も
「
初
発
心
に
成
仏
し
、
妙

覚
地
に
成
仏
す
。
無
量
百
千
万
億
度
作
仏
せ
る
菩
薩
あ
り
）
24
（

。」
と
、
作
仏
の
重

要
性
を
説
く
に
当
た
り
、「
初
発
心
」
と
妙
覚
地
を
両
者
と
も
成
仏
で
あ
る
と

す
る
こ
と
か
ら
、「
真
発
心
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
発
心
」
は
原
則
、『
永
平
広
録
』

巻
五
で
み
た
よ
う
な
「
真
発
心
」
を
想
定
し
て
い
る
）
25
（

と
い
え
、「
発
心
」
が
「
初

発
心
」
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
場
合
も
、「
真
発
心
」
を
初
め
て
発
し
た
こ

と
か
否
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
全
て
が
「
真
発
心
」
と
は
い
え
ず
、

「
渓
声
山
色
」
巻
に
は
次
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
「
初
発
心
」
を
説
い
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
説
が
存
在
す
る
。

い
は
く
、
は
じ
め
て
発
心
す
る
と
き
は
、
他
人
の
た
め
に
法
を
も
と
め
ず
、

名
利
を
な
げ
す
て
き
た
る
。
名
利
を
も
と
む
る
に
あ
ら
ず
、
た
だ
ひ
と
す

ぢ
に
得
道
を
こ
こ
ろ
ざ
す
、
か
つ
て
国
王
大
臣
の
恭
敬
・
供
養
を
ま
つ
こ

と
、
期
せ
ざ
る
も
の
な
り
）
26
（

。

　

こ
こ
で
は
、
得
道
を
こ
こ
ろ
ざ
す
と
い
う
点
で
、『
永
平
広
録
』
巻
五
で
無

上
菩
提
を
求
め
な
い
こ
と
を
条
件
に
挙
げ
た
「
真
発
心
」
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、

名
利
を
求
め
る
こ
と
は
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、「
袈
裟
功
徳
」
巻
に
は
、
次

の
よ
う
な
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

梁
・
陳
・
隋
・
唐
・
宋
、
あ
ひ
つ
た
は
れ
て
数
百
歳
の
あ
ひ
だ
、
大
小
両

乗
の
学
者
、
お
ほ
く
講
経
の
業
を
な
げ
す
て
て
、
究
竟
に
あ
ら
ず
と
し
り

て
、
す
す
み
て
仏
祖
正
伝
の
法
を
習
学
せ
ん
と
す
る
と
き
、
か
な
ら
ず
従

来
の
弊
衣
を
脱
落
し
て
、
仏
祖
正
伝
の
袈
裟
を
受
持
す
る
な
り
。
ま
さ
し

く
こ
れ
捨
邪
帰
正
な
り
。
…
…
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
い
ま
発
心
の
と

も
が
ら
、
袈
裟
を
受
持
す
べ
く
ば
、
正
伝
の
袈
裟
を
受
持
す
べ
し
、
今
案

の
新
作
袈
裟
を
受
持
す
べ
か
ら
ず
）
27
（

。

　

こ
の
中
の
正
伝
の
袈
裟
と
は
、
受
持
し
て
は
い
け
な
い
袈
裟
を
今
案
の
新
作

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
し
く
伝
え
ら
れ
た
形
式
の
袈
裟
で
あ
る
。
そ
れ

を
受
持
す
る
こ
と
を
仏
道
の
要
件
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
以
上
、
こ
こ
で
の

「
発
心
」
の
と
も
が
ら
は
、「
真
発
心
」
以
前
の
「
発
心
」
を
し
、
仏
道
を
志
し

て
い
る
者
を
指
す
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
初
発
心
」
が
そ
の
ま
ま
「
初

発
心
」
で
あ
る
文
も
「
行
持
」
上
巻
）
28
（

や
「
柏
樹
子
」
巻
）
29
（

に
み
え
る
。
こ
れ
ら
の

「
発
心
」
は
仏
道
を
志
す
「
発
心
」
と
も
い
え
る
か
ら
、
凡
夫
の
慮
知
心
に
よ

る
「
発
心
」
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
）
30
（

。
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こ
こ
で
、「
身
心
学
道
」
巻
に
は
「
寿
行
生
滅
の
、
刹
那
に
生
滅
す
る
あ
れ

ど
も
、
最
後
身
よ
り
さ
き
は
か
つ
て
し
ら
ず
。
し
ら
ざ
れ
ど
も
、
発
心
す
れ
ば
、

か
な
ら
ず
菩
提
の
道
に
す
す
む
な
り
）
31
（

。」
と
あ
り
、
菩
提
の
道
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

判
断
が
つ
か
な
い
が
、
こ
の
文
の
前
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

発
菩
提
心
者
、
あ
る
い
は
生
死
に
し
て
こ
れ
を
う
る
こ
と
あ
り
、
あ
る
い

は
涅
槃
に
し
て
こ
れ
を
う
る
こ
と
あ
り
、
あ
る
い
は
生
死
・
涅
槃
の
ほ
か

に
し
て
こ
れ
を
う
る
こ
と
あ
り
。
と
こ
ろ
を
ま
つ
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
発

心
の
と
こ
ろ
に
さ
へ
ら
ざ
る
あ
り
。
…
…
発
菩
提
心
の
正
当
恁
麼
時
に
は
、

法
界
こ
と
ご
と
く
発
菩
提
心
な
り
。
依
を
転
ず
る
に
相
似
な
り
と
い
へ
ど

も
、
依
に
し
ら
る
る
に
あ
ら
ず
。
共
出
一
隻
手
な
り
、
自
出
一
隻
手
な
り
、

異
類
中
行
な
り
。
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
等
の
な
か
に
し
て
も
発
菩

提
心
す
る
な
り
）
32
（

。

　

こ
こ
で
は
、
明
ら
か
に
「
初
発
心
」
と
は
異
な
る
「
発
心
」
が
説
か
れ
、
法

界
が
す
べ
て
「
発
心
」
す
る
こ
と
か
ら
、
仏
祖
の
「
発
心
」
と
同
等
と
考
え
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
発
心
」
は
「
真
発
心
」
と
い
え
る
こ
と
に
よ
り
、

先
に
み
た
菩
提
の
道
に
お
の
ず
か
ら
進
む
「
発
心
」
も
、
何
の
求
め
る
所
が
な

い
こ
と
か
ら
も
、「
真
発
心
」
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
、「
初
発
心
」
を

定
義
す
る
言
説
と
し
て
、「
発
菩
提
心
」
巻
の
次
の
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

発
心
と
は
、
は
じ
め
て
自
未
得
度
先
度
他
の
心
を
お
こ
す
な
り
、
こ
れ
を
、

初
発
菩
提
心
、
と
い
ふ
。
こ
の
心
を
お
こ
す
よ
り
の
ち
、
さ
ら
に
そ
こ
ば

く
の
諸
仏
に
あ
ふ
た
て
ま
つ
り
、
供
養
し
た
て
ま
つ
る
に
、
見
仏
聞
法
し
、

さ
ら
に
菩
提
心
を
お
こ
す
、
雪
上
加
霜
な
り
）
33
（

。

　

こ
の
説
明
は
『
涅
槃
経
』
を
根
拠
）
34
（

と
し
て
説
か
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
「
発

心
畢
竟
二
不p

別
、
如p

是
二
心
先
心
難
。」
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

こ
の
「
初
発
心
」
は
畢
竟
と
同
等
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
て
「
真
発
心
」
と

み
な
し
て
よ
い
。
更
に
「
発
心
」
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
こ
と
は
、
仏
向
上

事
と
同
等
と
考
え
ら
れ
、「
真
発
心
」
を
重
ね
る
必
要
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、

「
四
馬
」
巻
に
お
け
る
「
初
発
心
）
35
（

」
も
こ
の
「
発
心
」
と
同
じ
よ
う
に
他
者
を

利
益
す
る
「
真
発
心
」
で
あ
る
。
加
え
て
、
表
現
と
し
て
は
、『
典
座
教
訓
』
に
、

「
発
心
」
を
重
ね
る
だ
け
で
な
く
、
深
く
「
発
心
」
す
る
こ
と
も
説
い
て
い
る
）
36
（

。

更
に
、
未
発
と
し
て
「
発
心
」
し
て
い
な
い
こ
と
を
説
く
記
述
も
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
論
じ
な
い
。
ま
た
、「
初
発
心
」
と
明
言
し
て
い
な
い
が
、『
永
平
広
録
』

巻
五
の
よ
う
な
、
菩
提
を
求
め
る
「
発
心
」
も
次
の
よ
う
に
「
出
家
功
徳
」
巻

に
説
か
れ
る
。

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
は
じ
め
よ
り
一
向
無
上
菩
提
の
た
め
に
、
清
浄

の
信
心
を
こ
ら
し
て
袈
裟
を
信
受
せ
ん
、
そ
の
功
徳
の
増
長
、
か
の
戯
女

の
功
徳
よ
り
も
す
み
や
か
な
ら
ん
。
い
は
ん
や
ま
た
、
無
上
菩
提
の
た
め

に
菩
提
心
を
お
こ
し
、
出
家
受
戒
せ
ん
、
そ
の
功
徳
無
量
な
る
べ
し
、
人

身
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
こ
の
功
徳
を
成
就
す
る
こ
と
ま
れ
な
り
）
37
（

。

　

こ
こ
で
は
明
確
に
無
上
菩
提
の
た
め
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
仏
祖
の
「
真

発
心
」
と
は
異
な
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
信
が
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
信
は

道
元
思
想
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
先
行
研
究
に

よ
っ
て
夙
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
）
38
（

。
ま
た
、「
渓
声
山
色
」
巻
に
は
次
の
よ
う
に

「
真
発
心
」
に
つ
い
て
信
を
絡
め
た
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ね
が
は
く
は
、
わ
れ
と
一
切
衆
生
と
、
今
生
よ
り
乃
至
生
生
を
つ
く
し
て
、

正
法
を
き
く
こ
と
あ
ら
ん
。
き
く
こ
と
あ
ら
ん
と
き
、
正
法
を
疑
著
せ
じ
、

不
信
な
る
べ
か
ら
ず
。
ま
さ
に
正
法
に
あ
は
ん
と
き
、
世
法
を
す
て
て
仏

法
を
受
持
せ
ん
。
つ
ひ
に
大
地
有
情
、
と
も
に
成
道
す
る
こ
と
を
え
ん
。

か
く
の
ご
と
く
発
願
せ
ば
、
お
の
づ
か
ら
正
発
心
の
因
縁
な
ら
ん
。
こ
の

心
術
、
懈
倦
す
る
こ
と
な
か
れ
）
39
（

。

　

こ
の
中
の
信
は
二
重
否
定
で
表
現
さ
れ
る
。
た
だ
し
信
に
も
正
信
と
い
う
語

が
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
正
信
と
単
に
信
と
い
っ
た
と
き
の
語
意
の

差
異
を
「
発
心
」
と
同
様
に
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
、
道
元
に
お
け
る
「
発
心
」
の
語
の
使
用
例
か
ら
、
そ
の
語
意
を
探
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
、「
発
心
」
に
は
、
無
常
観
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
無
常
観
を

前
提
に
名
利
を
離
れ
る
こ
と
、
そ
の
上
で
無
上
菩
提
を
求
め
る
こ
と
、
と
い
っ

た
差
異
が
あ
り
、
菩
提
す
ら
求
め
ず
に
精
進
不
退
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
真

発
心
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
自
己
を
顧
み
ず
衆
生
を
利
益
す
る
こ

と
と
い
っ
た
よ
う
に
階
層
が
あ
る
。
ま
た
、「
真
発
心
」
は
仏
向
上
事
の
観
点

か
ら
何
度
も
発
す
必
要
が
あ
り
、単
に
「
初
発
心
」
と
い
っ
た
場
合
、「
真
発
心
」

を
初
め
て
発
す
「
発
心
」
も
存
在
す
る
。
但
し
、
少
数
か
つ
他
者
に
関
す
る
説

示
が
多
い
が
、「
初
発
心
」
が
そ
の
ま
ま
仏
道
を
志
す
「
初
発
心
」
を
指
し
て

い
る
例
も
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
存
在
す
る
。

三
、
信
に
つ
い
て

　

正
信
に
つ
い
て
、『
知
事
清
規
』
に
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

清
規
云
、
不w

為p

利
説
法q

否
。
監
院
若
遇i

人
天
或
欲w

供
衆a

或
欲u

起

造h

先
応i

子
細
撿w

点
于
壇
那
之
正
信
不
信
清
浄
不
浄a

禀w

住
持
人a

而
倶
商
量n

若
決e

定
浄
信
之
与w

正
見a

即
聴w

許
之z

未p

然
莫p

許
。

所
謂
正
信
者
、
如w

須
達
長
者
之
信
心
・
祇
陀
太
子
之
仁
義q

者
是
也
。
須

達
之
為w

須
達q

也
、
未p

為w

大
富z

祇
陀
之
為w

祇
陀q

也
、
実
是
清
貧
也
。

依w

正
信q

而
被w

如
来
聴
許q

也
。
或
生
前
雖p

未p

信w

三
宝a

臨
命
終
時
、

修w

小
功
徳a

早
須w

聴
許
）
40
（

z

　

こ
こ
で
は
、
精
舎
を
寄
進
し
た
須
達
長
者
と
祇
陀
太
子
の
心
と
し
て
正
信
を

挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
利
益
を
嫌
い
、
清
廉
で
あ
る
こ
と
や
清
貧
で
あ
る
こ
と

を
推
奨
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
こ
で
は
檀
那
の
正
信
・
不
信
を
検
点
す
る
監
院

の
仕
事
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
た
め
、
仏
道
修
行
者
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る

と
は
限
ら
な
い
が
、
正
信
に
よ
っ
て
如
来
の
教
え
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
る
。

　

で
は
、
仏
道
修
行
者
の
正
信
と
は
、
何
か
と
い
う
と
、
粟
谷
良
道
氏
が
論
じ

て
い
る
）
41
（

よ
う
に
、
次
の
よ
う
に
『
弁
道
話
』
に
そ
の
語
が
み
え
る
。

お
ほ
よ
そ
諸
仏
の
境
界
は
、
不
可
思
議
な
り
、
心
識
の
お
よ
ぶ
べ
き
に
あ

ら
ず
、
い
は
む
や
不
信
劣
智
の
し
る
こ
と
を
え
む
や
。
た
だ
正
信
の
大
機

の
み
、
よ
く
い
る
こ
と
を
う
る
な
り
。
不
信
の
人
は
、
た
と
ひ
を
し
ふ
と
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も
、
う
く
べ
き
こ
と
か
た
し
。
霊
山
に
、
な
ほ
退
亦
佳
矣
の
た
ぐ
ひ
あ
り
。

お
ほ
よ
そ
心
に
正
信
お
こ
ら
ば
、
修
行
し
、
参
学
す
べ
し
。
し
か
あ
ら
ず

ば
、
し
ば
ら
く
や
む
べ
し
）
42
（

。

　

こ
の
記
述
の
「
正
信
の
大
機
」
に
注
目
し
、
粟
谷
氏
は
、
道
元
の
い
う
信
が

正
信
で
あ
り
、
諸
仏
の
境
界
を
「
正
信
」
す
る
こ
と
が
、
諸
仏
の
境
界
を
知
る

こ
と
、
そ
の
境
界
に
入
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
）
43
（

。
更
に
、
こ
こ
で
は
正
信
が
修

行
・
参
学
の
起
点
と
な
り
、『
知
事
清
規
』
と
同
じ
く
、
不
信
と
対
比
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
弁
道
話
』
に
は
次
の
記
述
の
中

に
正
信
の
語
が
見
出
さ
れ
る
。

し
か
は
あ
れ
ど
も
、
仏
法
に
証
入
す
る
こ
と
、
か
な
ら
ず
し
も
人
天
の
世

智
を
も
て
出
世
の
舟
航
と
す
る
に
は
あ
ら
ず
。
仏
在
世
に
も
、
て
ま
り
に

よ
り
て
四
果
を
証
し
、
袈
裟
を
か
け
て
大
道
を
あ
き
ら
め
し
、
と
も
に
愚

暗
の
や
か
ら
、
痴
狂
の
畜
類
な
り
。
た
だ
し
、
正
信
の
た
す
く
る
と
こ
ろ
、

ま
ど
ひ
を
は
な
る
る
み
ち
あ
り
。
ま
た
、
痴
老
の
比
丘
、
黙
坐
せ
し
を
み

て
、
設
斎
の
信
女
、
さ
と
り
を
ひ
ら
き
し
、
こ
れ
智
に
よ
ら
ず
、
文
に
よ

ら
ず
、
こ
と
ば
を
ま
た
ず
、
か
た
り
を
ま
た
ず
、
た
だ
こ
れ
正
信
に
た
す

け
ら
れ
た
り
。
ま
た
、
釈
教
の
、
三
千
界
に
ひ
ろ
ま
る
こ
と
、
わ
づ
か
に

二
千
余
年
の
前
後
な
り
。
刹
土
の
し
な
じ
な
な
る
、
か
な
ら
ず
し
も
仁
智

の
く
に
に
あ
ら
ず
、
人
、
ま
た
か
な
ら
ず
し
も
利
智
聡
明
の
み
あ
ら
む
や
。

し
か
あ
れ
ど
も
、
如
来
の
正
法
、
も
と
よ
り
不
思
議
の
大
功
徳
力
を
そ
な

へ
て
、
と
き
い
た
れ
ば
、
そ
の
刹
土
に
ひ
ろ
ま
る
。
人
、
ま
さ
に
正
信
修

行
す
れ
ば
、
利
・
鈍
を
わ
か
ず
、
ひ
と
し
く
得
道
す
る
な
り
）
44
（

。

　

粟
谷
氏
は
こ
の
中
で
最
後
の
正
信
に
注
目
し
、
利
・
鈍
に
拘
わ
ら
ず
、
正
信

修
行
す
れ
ば
、
ひ
と
し
く
得
道
す
る
と
述
べ
て
い
る
）
45
（

。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
正

信
に
よ
っ
て
妄
執
を
離
れ
仏
法
に
証
入
し
、
悟
り
の
機
縁
と
な
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
、『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
所
説
を

検
討
し
て
い
な
い
た
め
、
道
元
の
思
想
と
し
て
確
定
す
る
に
は
不
十
分
と
い
え
、

『
正
法
眼
蔵
』
内
の
記
述
を
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
他
の
先
行
研
究
で
触
れ
ら
れ
る
『
正
法
眼
蔵
』
の
説
を
み
て
い
く

と
、
榑
林
皓
堂
氏
は
「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
巻
に
お
け
る
、
次
の
五
根
の
第

一
に
設
定
さ
れ
る
信
根
に
つ
い
て
の
拈
提
に
注
目
す
る
）
46
（

。

信
根
は
、
し
る
べ
し
、
自
己
に
あ
ら
ず
、
他
己
に
あ
ら
ず
、
自
己
の
強
為

に
あ
ら
ず
、
自
己
の
結
構
に
あ
ら
ず
、
他
の
牽
挽
に
あ
ら
ず
、
自
立
の
規

矩
に
あ
ら
ざ
る
ゆ
え
に
、
東
西
密
相
附
な
り
、
渾
身
似
信
を
信
と
称
す
る

な
り
。
か
な
ら
ず
仏
果
位
と
随
他
去
し
、
随
自
去
す
。
仏
果
位
に
あ
ら
ざ

れ
ば
信
現
成
あ
ら
ず
。
こ
の
ゆ
え
に
い
は
く
、
仏
法
大
海
信
為
能
入
な
り
。

お
ほ
よ
そ
信
現
成
の
と
こ
ろ
は
、
仏
祖
現
成
の
と
こ
ろ
な
り
）
47
（

。

　

榑
林
氏
は
、
右
の
文
の
渾
身
似
信
以
下
を
引
用
し
、
信
の
当
処
一
念
に
於
て

成
仏
を
決
す
る
信
は
、
即
入
仏
法
海
、
即
現
仏
果
位
、
即
証
大
覚
位
、
信
現
成

即
仏
祖
現
成
で
あ
る
と
す
る
）
48
（

。
こ
こ
で
は
、
成
仏
に
お
け
る
信
に
つ
い
て
論
じ

て
い
て
、
こ
の
榑
林
氏
と
同
様
に
、
衛
藤
即
応
氏
は
、
信
は
入
仏
道
の
基
本
だ

け
で
な
く
、
学
道
の
究
極
で
あ
り
、
証
に
帰
す
る
）
49
（

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

信
は
入
仏
道
か
ら
、
成
仏
ま
で
、
基
本
と
し
て
一
貫
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
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粟
谷
氏
は
こ
れ
ら
の
先
学
の
論
を
進
め
て
、「
一
百
八
法
明
門
」
巻
に
「
正

信
是
法
明
門
、
不p

破w

堅
牢
心q

故
。
…
…
正
信
是
法
明
門
、
得w

最
勝
仏
法q

故
。

…
…
い
ま
初
心
・
晩
学
の
輩
の
た
め
に
、
こ
れ
を
撰
す
。
師
子
の
座
に
の
ぼ
り
、

人
天
の
師
と
な
ら
ん
輩
、
審
細
参
学
す
べ
し
）
50
（

。」
と
あ
る
こ
と
と
、「
出
家
功
徳
」

巻
の
「
発
心
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
を
合
わ
せ
、
信
を
行
持
道
環
の
前

に
位
置
付
け
て
い
る
）
51
（

。

戯
女
の
、
む
か
し
は
信
心
に
あ
ら
ず
、
戯
笑
の
た
め
に
比
丘
尼
の
衣
を
著

せ
り
。
…
…
戯
笑
著
袈
裟
の
ち
か
ら
に
よ
り
て
、
第
二
生
に
、
迦
葉
仏
の

と
き
に
あ
ふ
た
て
ま
つ
る
。
出
家
・
受
戒
し
、
比
丘
尼
と
な
れ
り
。
破
戒

に
よ
り
て
堕
獄
受
罪
す
と
い
へ
ど
も
、
功
徳
く
ち
ず
し
て
、
つ
ひ
に
釈
迦

牟
尼
仏
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
り
、
見
仏
聞
法
、
発
心
修
習
し
て
、
な
が
く
三

界
を
は
な
れ
て
、
大
阿
羅
漢
と
な
れ
り
。
…
…
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、

は
じ
め
よ
り
一
向
無
上
菩
提
の
た
め
に
、
清
浄
の
信
心
を
こ
ら
し
て
袈
裟

を
信
受
せ
ん
、
そ
の
功
徳
の
増
長
、
か
の
戯
女
の
功
徳
よ
り
も
す
み
や
か

な
ら
ん
。
い
は
ん
や
ま
た
、
無
上
菩
提
の
た
め
に
菩
提
心
を
お
こ
し
、
出

家
受
戒
せ
ん
、
そ
の
功
徳
無
量
な
る
べ
し
、
人
身
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
こ
の

功
徳
を
成
就
す
る
こ
と
ま
れ
な
り
）
52
（

。

　

右
の
記
述
と
、「
伝
衣
」
巻
）
53
（

と
「
袈
裟
功
徳
」
巻
）
54
（

の
記
述
か
ら
、
粟
谷
氏
は
、

「
発
菩
提
心
」
を
清
浄
の
信
心
を
お
こ
す
こ
と
と
し
て
い
る
）
55
（

。
こ
こ
で
は
、
袈

裟
の
功
徳
を
説
く
た
め
に
、『
永
平
広
録
』
巻
五
で
み
た
、
無
上
菩
提
の
た
め
に
、

精
進
し
て
不
退
で
あ
る
「
発
心
」
が
正
伝
の
袈
裟
に
関
す
る
記
述
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
説
か
れ
る
「
発
心
」
は
『
永
平
広
録
』
巻
五
で
定
義
さ

れ
る
「
発
心
」
に
相
当
す
る
こ
と
が
い
え
る
。
但
し
、
こ
の
記
述
だ
け
で
、
行

持
道
環
の
最
初
、
つ
ま
り
「
発
心
」
の
前
に
信
が
位
置
す
る
か
否
か
は
更
な
る

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
行
持
道
環
を
説
く
「
行
持
」
上
巻
を
見
て
い
く
と
、
冒
頭
に

次
の
よ
う
な
説
明
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

仏
祖
の
大
道
、
か
な
ら
ず
無
上
の
行
持
あ
り
、
道
環
し
て
断
絶
せ
ず
、
発

心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
、
し
ば
ら
く
の
間
隙
あ
ら
ず
、
行
持
道
環
な
り
。

こ
の
ゆ
え
に
、
み
づ
か
ら
の
強
為
に
あ
ら
ず
、
他
の
強
為
に
あ
ら
ず
、
不

曾
染
汚
の
行
持
な
り
。
こ
の
行
持
の
功
徳
、
わ
れ
を
保
任
し
、
他
を
保
任

す
。
そ
の
宗
旨
は
、
わ
が
行
持
、
す
な
は
ち
十
方
の
帀
地
漫
天
、
み
な
そ

の
功
徳
を
か
う
ぶ
る
。
他
も
し
ら
ず
、
わ
れ
も
し
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
し

か
あ
る
な
り
。
こ
の
ゆ
え
に
、
諸
仏
諸
祖
の
行
持
に
よ
り
て
、
わ
れ
ら
が

行
持
見
成
し
、
わ
れ
ら
が
大
道
通
達
す
る
な
り
。
わ
れ
ら
が
行
持
に
よ
り

て
、
諸
仏
の
行
持
見
成
し
、
諸
仏
の
大
道
通
達
す
る
な
り
）
56
（

。

　

す
な
わ
ち
、
仏
祖
の
大
道
と
は
、「
発
心
」・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
が
途
切
れ

る
こ
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
行
持
に
よ
っ
て
わ

れ
ら
の
行
持
が
現
成
し
、
大
道
が
通
達
し
、
わ
れ
ら
の
行
持
に
よ
っ
て
、
諸
仏

の
行
持
が
現
成
し
、
大
道
が
通
達
す
る
の
で
あ
る
。
粟
谷
氏
は
、
こ
の
行
持
の

初
め
に
信
を
置
き
、
信
・「
発
心
」・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
が
無
間
隙
に
不
断
に

行
じ
ら
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

　

ま
ず
、「
発
心
」
と
信
の
関
連
に
つ
い
て
、「
発
菩
提
心
」
巻
の
次
の
記
述
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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一
日
一
夜
を
ふ
る
あ
ひ
だ
に
、
六
十
四
億
九
万
九
千
九
百
八
十
の
刹
那
あ

り
て
、
五
蘊
と
も
に
生
滅
す
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
凡
夫
、
か
つ
て
覚
知
せ

ず
、
覚
知
せ
ざ
る
が
ゆ
え
に
、
菩
提
心
を
お
こ
さ
ず
。
仏
法
を
し
ら
ず
、

仏
法
を
信
ぜ
ざ
る
も
の
は
、
刹
那
生
滅
の
道
理
を
信
ぜ
ざ
る
な
り
。
も
し

如
来
の
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
を
あ
き
ら
む
る
が
ご
と
き
は
、
か
な
ら
ず
こ

の
刹
那
生
滅
の
道
理
を
信
ず
る
な
り
。
い
ま
わ
れ
ら
、
如
来
の
説
教
に
あ

ふ
た
て
ま
つ
り
て
暁
了
す
る
に
に
た
れ
ど
も
、
わ
づ
か
に
怛
刹
那
よ
り
こ

れ
を
し
り
、
そ
の
道
理
、
し
か
あ
る
べ
し
と
信
受
す
る
の
み
な
り
）
57
（

。

　

こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、『
学
道
用
心
集
』
で
説
く
よ
う
に
、
世
間
生
滅
の
無

常
を
覚
知
す
る
こ
と
を
「
発
心
」
の
要
件
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
の
無
常

を
信
じ
る
こ
と
が
、
仏
法
を
知
り
、
信
じ
る
こ
と
に
繋
が
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、

「
発
心
」
だ
け
で
な
く
、
仏
法
を
知
る
こ
と
も
『
学
道
用
心
集
』
で
説
く
無
常

観
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
引
用
し
た
「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」

巻
に
お
け
る
よ
う
な
「
為
信
能
入
」
の
働
き
が
初
学
に
お
い
て
も
機
能
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
信
が
仏
法
の
前
提
と
な
る
こ
と
は
、
当
然
の
如
く
で

あ
り
、「
嗣
書
」
巻
に
も
「
か
く
の
ご
と
く
仏
仏
相
嗣
し
て
、
い
ま
に
い
た
る

と
信
受
す
べ
し
。
こ
れ
学
仏
道
な
り
）
58
（

。」
と
あ
り
、
学
仏
道
の
基
本
と
し
て
信

受
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
帰
依
に
近
い
表
現
も
見
ら
れ
、

「
四
馬
」
巻
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

祖
師
西
来
よ
り
の
ち
、
い
ま
に
い
た
る
ま
で
、
諸
善
知
識
、
お
ほ
く
こ
の

因
縁
を
挙
し
て
、
参
学
の
と
も
が
ら
に
示
す
に
、
あ
る
ひ
は
年
歳
を
か
さ

ね
、
あ
る
ひ
は
日
月
を
か
さ
ね
て
、
ま
ま
に
開
明
し
、
仏
法
に
信
入
す
る

も
の
あ
り
。
こ
れ
を
外
道
問
仏
話
と
称
す
）
59
（

。

　

こ
こ
で
の
信
は
「
為
信
能
入
」
で
あ
り
、
外
道
を
教
化
し
て
、
仏
法
に
帰
依

さ
せ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
帰
依
三
宝
」
巻
に
は
、「
発
心
」
と
関

連
し
た
次
の
記
述
が
み
え
る
。

そ
の
帰
依
三
宝
と
は
、
ま
さ
に
浄
信
を
も
は
ら
に
し
て
、
あ
る
い
は
如
来

現
在
世
に
も
あ
れ
、
あ
る
い
は
如
来
滅
後
に
も
あ
れ
、
合
掌
し
低
頭
し
て
、

口
に
と
な
へ
て
い
は
く
、
我
某
甲
、
今
身
よ
り
仏
身
に
い
た
る
ま
で
、
帰

依
仏
、
帰
依
法
、
帰
依
僧
。
帰
依
仏
両
足
尊
、
帰
依
法
離
欲
尊
、
帰
依
僧

衆
中
尊
。
帰
依
仏
竟
、
帰
依
法
竟
、
帰
依
僧
竟
。
は
る
か
に
仏
果
菩
提
を

こ
こ
ろ
ざ
し
て
、
か
く
の
ご
と
く
僧
那
を
始
発
す
る
な
り
）
60
（

。

　

右
記
で
は
、
明
ら
か
に
帰
依
の
根
底
に
清
浄
の
信
心
が
あ
り
、
仏
果
菩
提
を

求
め
て
、
そ
の
帰
依
心
を
「
発
心
」
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
永
平
広
録
』

巻
六
に
は
「
且
告p

衆
曰
、此
居
士
者
肉
身
菩
薩
也
。我
所w

講
説q

猶
如w

瓦
礫a

彼
所w

談
論q

譬
若w

精
金z

諸
人
信
否
。
衆
皆
稽
首
帰
依
）
61
（

。」
と
あ
り
、
信
じ
る

か
ど
う
か
、
と
六
祖
慧
能
（
六
三
八
〜
七
一
三
）
が
問
い
、
大
衆
が
帰
依
し
た

話
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
信
は
、
慧
能
の
言
葉
で
は
あ
る
が
、
信
と
帰

依
の
語
義
の
近
さ
を
示
す
一
助
と
は
な
ろ
う
。
ま
た
、「
洗
面
」
巻
に
は
、「
澡

浴
を
如
法
に
信
受
す
る
も
の
、
仏
祖
の
修
証
を
保
任
す
べ
し
）
62
（

。」
と
あ
り
、
如

法
に
信
受
す
る
こ
と
で
、
仏
祖
の
修
証
を
保
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て

い
る
。
更
に
、「
見
仏
」
巻
に
は
「
信
解
と
い
ふ
は
、
無
廻
避
処
）
63
（

」
な
り
、
と

洞
山
良
价
（
八
〇
七
〜
八
六
九
）
の
語
を
使
用
）
64
（

し
て
、
悟
り
を
表
現
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
信
は
、「
発
心
」
に
も
修
証
に
も
、
そ
の
基
本
と
し
て
存
在
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す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
信
を
無
間
隙
の
行
持
に
位
置
付
け
る
か
に
つ

い
て
、
信
行
と
い
う
言
葉
に
着
目
す
る
と
、「
密
語
」
巻
に
、「
信
行
・
法
行
の

と
も
が
ら
、
有
仏
祖
処
に
化
を
か
う
ぶ
り
、
無
仏
祖
処
に
化
に
あ
づ
か
る
な

り
）
65
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
信
行
と
法
行
が
並
置
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、「
発

無
上
心
」
巻
に
も
信
行
と
法
行
が
並
列
さ
れ
）
66
（

、
信
に
基
づ
く
行
と
い
う
意
で
使

用
さ
れ
る
。
ま
た
、「
諸
悪
莫
作
」
巻
に
は
「
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
信
行

の
機
の
善
と
、
法
行
の
機
の
善
と
、
は
る
か
に
こ
と
な
り
、
別
法
に
あ
ら
ざ
る

が
ご
と
し
）
67
（

。」
と
あ
り
、
そ
の
差
異
を
認
め
て
い
る
が
、
や
は
り
、
信
に
基
づ

く
行
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
袈
裟
の
功
徳
に
関
し
て
も
、「
袈
裟
功
徳
」
巻
に
「
信
心
の
も
よ
ほ

す
と
こ
ろ
、
裁
縫
を
え
て
、
受
持
せ
ん
に
は
し
か
じ
）
68
（

。」
と
あ
り
、
信
心
が
袈

裟
を
裁
縫
し
、
受
持
す
る
こ
と
に
は
及
ば
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
袈
裟

の
功
徳
を
示
す
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
の
文
で
は
あ
る
が
、
行
持
道
環
で
挙
げ

ら
れ
る
「
発
心
」
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
例
は
管
見
の
限
り
な
く
）
69
（

、
行
持
道

環
に
信
を
並
び
入
れ
る
の
は
不
適
切
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
よ
り
、
道
元
の
信
は
、
先
行
研
究
の
如
く
、
初
心
か
ら
究
竟
ま
で
一
貫

し
て
存
在
す
る
が
、
行
持
道
環
に
入
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
但
し
、「
発

心
」・
修
証
の
基
礎
を
為
す
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
行
持
道
環
の
前
提
と
し
て
、

仏
法
に
入
る
基
礎
と
な
り
、
行
持
道
環
を
通
し
て
、
そ
の
基
底
に
一
貫
し
て
存

す
る
も
の
と
い
え
る
。

四
、
証
・
悟
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
証
と
悟
の
関
係
に
つ
い
て
、
角
田
泰
隆
氏
は
行
持
道
環
で
示
さ
れ
る
、

「
発
心
」・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
に
証
が
通
徹
し
て
い
て
、
菩
提
の
段
階
で
悟
が

現
わ
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
）
70
（

。
ま
た
、
石
井
清
純
氏
は
「
現
成
公
案
」
巻
と

「
大
悟
」
巻
の
記
述
か
ら
、
悟
に
つ
い
て
、
仏
祖
と
し
て
の
全
て
の
自
性
が
顕

現
す
る
当
体
と
し
て
定
義
さ
れ
る
が
、
い
ま
こ
こ
で
存
在
す
る
事
象
で
し
か
定

義
で
き
な
い
悟
り
と
、
仏
祖
を
あ
ら
し
め
る
根
源
的
な
悟
り
の
二
義
が
存
す
る

と
す
る
）
71
（

。
一
見
、
こ
の
二
氏
の
論
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
が
、

角
田
氏
の
悟
は
道
元
の
覚
体
験
を
悟
と
し
て
い
る
）
72
（

こ
と
か
ら
、
議
論
の
対
象
が

異
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
二
氏
の
論
か
ら
も
、
悟
に
つ
い
て
も
多
義
あ
り
、

証
に
つ
い
て
は
「
証
上
の
修
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
発
心
」
の
よ
う
な
階
層

も
想
定
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
は
、
本
稿
に
お
い
て
考
察
し
て
来
た
「
発
心
」

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
法
を
検
討
す
る
に
留
め
る
。

　

証
と
悟
と
「
発
心
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
ま
ず
、
先
に
引
用

し
た
『
学
道
用
心
集
』
に
は
、「
迷
者
執p

之
、
悟
者
離p

之
。」
と
あ
り
、
我
に

執
着
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
迷
・
悟
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
記
述
は
、
石
井
氏
が
述
べ
る
よ
う
な
普
遍
的
な
悟
で
あ
る
と
同
時
に
、
悟
が

「
発
心
」
の
前
提
と
な
る
無
常
観
か
ら
起
こ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え

よ
う
。
悟
が
無
常
観
を
前
提
と
し
た
「
発
心
」
の
後
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と

は
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
証
に
つ
い
て
の
言
及
が
み
ら
れ
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な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
無
常
観
の
み
で
は
証
に
は
つ

な
が
ら
な
い
こ
と
が
い
え
る
。
先
に
引
用
し
た
、
無
常
観
に
関
す
る
「
発
菩
提

心
」
巻
の
記
述
の
後
に
は
、「
か
く
の
ご
と
く
流
転
生
死
す
る
身
心
を
も
て
、

た
ち
ま
ち
に
自
未
得
度
先
度
他
の
菩
提
心
を
お
こ
す
べ
き
な
り
。
た
と
ひ
発
菩

提
心
の
み
ち
に
身
心
を
を
し
む
と
も
、
生
・
老
・
病
・
死
し
て
、
つ
ひ
に
我
有

な
る
べ
か
ら
ず
）
73
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。」
と
い
う
論
が
見
ら
れ
、
自
未
得
度
先
度
他
と
い
う
、「
真
発

心
」
を
起
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
説
か
れ
て
い
て
、
証
に
直
通
す
る
よ

う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
は
、
無
常
観
に
よ
っ
て
身
心
を
惜
し
む
姿

勢
を
戒
め
、
早
急
に
自
未
得
度
先
度
他
の
菩
提
心
を
お
こ
す
こ
と
を
要
請
し
て

い
る
た
め
、
無
常
観
だ
け
で
は
証
に
繋
が
ら
な
い
こ
と
が
い
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
発
心
」
と
証
と
が
関
連
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
の
「
発
心
」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
「
発
心
」
で
あ
る
か
。「
恁
麼
」
巻
に
み
え
る
、「
恁
麼
な

る
に
、
無
端
に
発
心
す
る
も
の
あ
り
。
こ
の
心
お
こ
る
よ
り
、
向
来
も
て
あ
そ

ぶ
と
こ
ろ
を
な
げ
す
て
て
、
所
未
聞
を
き
か
ん
と
ね
が
ひ
、
所
未
証
を
証
せ
ん

と
も
と
む
る
、
ひ
と
へ
に
わ
た
く
し
の
所
為
に
あ
ら
ず
）
74
（

。」
の
記
述
で
は
、『
永

平
広
録
』
巻
五
で
説
か
れ
る
、
無
上
菩
提
を
求
め
る
「
発
心
」
が
証
を
求
め
る

こ
と
も
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
も
、
身
心
を
惜
し
ま
ず
、
吾
我
の
心
を
捨

て
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
真
発
心
」
で
は
な
い
「
発
心
」
が

使
用
さ
れ
る
場
合
、
証
が
証
し
て
い
る
証
と
し
て
説
か
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と

が
看
取
さ
れ
る
。
佐
藤
氏
が
、「「
発
心
」、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
の
四
語
は
仏

教
を
行
的
に
纏
め
た
綱
領
で
あ
り
、
四
語
は
時
に
「
発
心
」、
修
行
、
証
果
の

三
語
と
な
り
、
更
に
「
発
心
」、
修
証
の
二
語
に
約
説
せ
ら
れ
た
場
合
も
少
な

く
な
く
、
証
果
の
証
は
菩
提
を
意
味
し
、
果
は
涅
槃
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
修
証
と
い
う
時
に
は
修
行
と
証
果
と
を
合
し
た
と
す
る
）
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」、
と
述
べ
て
い

る
「
発
心
」
も
先
に
述
べ
た
通
り
、「
真
発
心
」
で
あ
る
。

　
「
真
発
心
」
と
証
と
の
関
係
に
つ
い
て
、「
仏
向
上
事
」
巻
に
は
次
の
よ
う
に
、

行
持
道
環
が
想
起
さ
れ
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

石
頭
い
は
く
、
不
得
不
知
。
し
る
べ
し
、
仏
法
は
初
一
念
に
も
大
意
あ
り
、

究
竟
位
に
も
大
意
あ
り
。
そ
の
大
意
は
不
得
な
り
。
発
心
・
修
行
・
取
証

は
な
き
に
あ
ら
ず
、
不
得
な
り
。
そ
の
大
意
は
不
知
な
り
。
修
証
は
無
に

あ
ら
ず
、
修
証
は
有
に
あ
ら
ず
、
不
知
な
り
、
不
得
な
り
。
又
そ
の
大
意

は
、
不
得
不
知
な
り
。
聖
諦
・
修
証
な
き
に
あ
ら
ず
、
不
得
不
知
な
り
。

聖
諦
・
修
証
あ
る
に
あ
ら
ず
、
不
得
不
知
な
り
）
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。

　

こ
こ
で
は
、「
発
心
」・
修
行
・
取
証
と
行
持
道
環
の
前
半
の
二
つ
と
、
取
証

が
並
べ
ら
れ
、「
発
心
」
で
は
な
く
、
修
行
と
取
証
が
合
わ
さ
り
修
証
と
し
て

論
が
展
開
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
発
心
」
は
、
仏
向
上
事
で
あ
る
石
頭
の

話
に
つ
い
て
拈
提
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
真
発
心
」
と
い
っ

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
行
持
道
環
の
よ
う
に
、「
発
心
」
と
証
が
結

び
つ
く
に
は
、
修
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
即
身
是
仏
」

巻
の
次
の
記
述
か
ら
も
窺
え
る
。

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
即
心
是
仏
と
は
、
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃

の
諸
仏
な
り
。
い
ま
だ
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
せ
ざ
る
は
、
即
心
是

仏
に
あ
ら
ず
。
た
と
ひ
一
刹
那
に
発
心
修
証
す
る
も
、
即
心
是
仏
な
り
、

た
と
ひ
一
極
微
中
に
発
心
修
証
す
る
も
、
即
心
是
仏
な
り
、
た
と
ひ
無
量
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劫
に
発
心
修
証
す
る
も
、
即
心
是
仏
な
り
、
た
と
ひ
一
念
中
に
発
心
修
証

す
る
も
、
即
心
是
仏
な
り
、
た
と
ひ
半
拳
裏
に
発
心
修
証
す
る
も
、
即
心

是
仏
な
り
。
し
か
あ
る
を
、
長
劫
に
修
行
作
仏
す
る
は
即
心
是
仏
に
あ
ら

ず
、
と
い
ふ
は
、
即
心
是
仏
を
い
ま
だ
見
ざ
る
な
り
、
い
ま
だ
し
ら
ざ
る

な
り
、
い
ま
だ
学
せ
ざ
る
な
り
。
即
心
是
仏
を
開
演
す
る
正
師
を
見
ざ
る

な
り
）
77
（

。

　

右
記
で
は
、「
発
心
」・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
が
、
発
心
修
証
に
置
き
換
わ
り
、

そ
し
て
修
行
作
仏
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
証
が
菩
提
と
涅
槃
に

置
き
換
わ
る
こ
と
が
い
え
、
先
の
「
仏
向
上
事
」
の
記
述
も
、
菩
提
・
涅
槃
が

取
証
に
置
き
換
わ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
置
換
は
角
田
氏
が
主
張
す
る
行

持
道
環
を
通
徹
す
る
も
の
と
し
て
の
証
の
性
格
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
発
心
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
、
悟
は
直

接
的
に
「
発
心
」
の
無
常
観
に
関
連
し
て
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
証
は
修

を
媒
介
と
し
て
「
発
心
」
と
繋
が
る
と
と
も
に
、「
真
発
心
」
の
意
味
に
お
い

て
「
発
心
」
と
証
は
関
連
し
て
使
用
さ
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、「
発
心
」
の
使
用
法
を
中
心
と
し
て
、
論
を
進
め
て
い
っ
た
。
こ
の

考
察
を
通
じ
て
、
道
元
の
「
発
心
」
と
信
、
証
・
悟
の
使
用
法
は
順
に
以
下
の

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
道
元
の
「
発
心
」
の
語
に
は
、
生
滅
の
無
常
を
観
ず
る
発
心
が
第
一

に
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
に
、
無
上
菩
提
を
求
め
る
「
発
心
」
が
導
出
さ
れ
る
。

そ
し
て
、「
真
発
心
」
は
、
無
上
菩
提
へ
の
志
求
を
も
放
棄
し
、
精
進
す
る
こ
と
、

具
体
的
に
は
、
自
己
の
到
彼
岸
よ
り
先
に
衆
生
を
彼
岸
へ
渡
す
心
を
い
う
。
こ

の
三
つ
の
階
層
が
「
発
心
」
に
は
存
在
し
、
基
本
的
に
は
、
最
初
の
無
常
を
観

ず
る
「
発
心
」
は
説
か
れ
ず
、
説
か
れ
た
と
し
て
も
、
自
己
の
身
心
を
惜
し
ま

ず
吾
我
を
離
れ
る
こ
と
を
勧
め
る
た
め
に
説
か
れ
る
。
ま
た
、「
初
発
心
」
と

し
て
記
述
さ
れ
た
文
で
あ
っ
て
も
、
初
め
て
「
真
発
心
」
を
発
す
意
で
使
用
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

次
に
、
信
は
、
行
持
道
環
全
体
の
基
底
に
存
在
す
る
だ
け
で
な
く
、
仏
道
に

入
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
も
存
在
す
る
。「
発
心
」
と
近
い
使
用
法
も
見
え
る
が
、

袈
裟
の
功
徳
に
及
ば
な
い
も
の
と
し
て
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、「
発
心
」
と

は
明
確
な
差
異
が
看
取
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
証
と
悟
に
関
し
て
は
、「
発
心
」
と
関
連
し
て
の
考
察
の
み
と
な
っ

た
が
、
悟
は
無
常
を
観
ず
る
「
発
心
」
と
関
連
し
て
説
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

証
は
、「
真
発
心
」
を
意
味
す
る
記
述
と
の
関
連
し
か
見
出
せ
ず
、「
真
発
心
」

と
関
連
し
て
も
、
修
を
媒
介
と
し
て
説
か
れ
、
ま
た
、
行
持
道
環
に
お
け
る
菩

提
・
涅
槃
の
両
者
が
証
と
し
て
置
き
換
え
ら
れ
る
記
述
も
確
認
で
き
る
。

注

（
1
）　

佐
藤
泰
舜
「
道
元
禅
師
の
発
心
観
」（
小
野
清
一
郎
、
花
山
信
勝
編
『
日
本
仏
教
の

歴
史
と
理
念
』
明
治
書
院
、
一
九
四
〇
年
）。

（
2
）　

拙
稿
「『
正
法
眼
蔵
』
仏
性
巻
に
お
け
る
心
に
つ
い
て
│
特
に
発
心
に
つ
い
て
│
」

（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
七
〇
│

一
、
二
〇
二
一
年
）。
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（
3
）　

佐
藤
氏
前
掲
論
文
よ
り
抄
略
。

（
4
）　

前
掲
拙
稿
、
参
照
。

（
5
）　

七
巻
本
『
道
元
禅
師
全
集
』（
春
秋
社
、
一
九
八
八
〜
一
九
九
一
）〈
以
下
道
全
〉
三
・

二
四
〇
頁
。

（
6
）　

道
全
四
・
一
三
四
頁
。

（
7
）　

道
全
二
・
三
三
二
頁
〜
三
三
三
頁
。

（
8
）　

道
全
五
・
一
四
頁
〜
一
六
頁
。

（
9
）　
『
永
平
広
録
』
巻
四
（
道
全
三
・
二
〇
二
頁
）
に
「
上
堂
。
云
、
吾
仏
謂w

諸
弟
子q

曰
、

有w

四
念
住a

是
諸
人
之
所
依
也
。
所
謂
四
念
処
者
、
観w

身
是
不
浄a

観w

受
是
苦a

観w

心
是
無
常a

観w

法
是
無
我z
永
平
亦
有w

四
念
処z

観w

身
是
皮
袋a

観w

受
是
鉢

盂a

観w

心
是
牆
壁
瓦
礫a

観w

法
是
張
翁
喫p

酒
李
翁
酔z

大
衆
、
永
平
四
念
処
与w

古

仏
四
念
処a

是
同
是
別
。
若
道w

是
同a
眉
鬚
堕
落
。
若
道w

是
別a

喪
身
失
命
。」
と

あ
り
、
い
わ
ゆ
る
四
念
処
に
加
え
、
永
平
四
念
処
を
説
き
、
こ
の
二
つ
が
是
同
是
別
で

あ
る
と
す
る
。
ま
た
、『
正
法
眼
蔵
』「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
巻
（
道
全
二
・
一
三
〇

頁
）
で
は
『
永
平
広
録
』
巻
四
で
い
う
古
仏
四
念
処
に
つ
い
て
拈
提
し
て
い
る
。

（
10
）　

道
全
一
・
一
九
七
頁
。

（
11
）　
『
重
雲
堂
式
』
は
、
江
戸
期
に
『
正
法
眼
蔵
』
と
し
て
結
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

道
元
が
『
正
法
眼
蔵
』
と
し
て
撰
述
し
た
も
の
で
は
な
く
、
深
草
の
興
聖
寺
で
雲
堂
主

宗
信
へ
書
き
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
道
全
二
・
四
八
二
頁
、
六
七
六
頁
）。

（
12
）　

道
全
二
・
四
八
二
頁
。

（
13
）　

道
全
六
・
一
三
二
頁
。
こ
の
直
後
に
「
所
以
名
利
抛
来
、
家
郷
辞
去
、
比w

黄
金
於

糞
土a

比w

声
誉
於
涕
唾a

不p

瞞w

於
真a

不p

順w

於
偽a

護w

規
縄
之
曲
直a

任w

法

度
之
進
退z

遂
不i

以w

仏
祖
家
常
之
茶
飯a

而
売u

弄
於
賤
価h

乃
道
心
也
。
又
観w

入

息
不
待
出
息
之
観a

亦
道
心
也
、
精
進
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
名
利
を
投

げ
捨
て
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
14
）　

道
全
二
・
五
三
〇
頁
。

（
15
）　

二
十
八
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
、
七
十
五
巻
本
の
列
字
の
如
く
、
第
四
十
四
巻
「
仏

道
」
巻
と
無
番
号
の
「
仏
道
」
巻
が
あ
り
、
後
者
が
九
十
五
巻
本
で
は
「
道
心
」
巻
と

題
さ
れ
た
（
道
全
二
・
五
三
〇
頁
）。

（
16
）　

道
全
二
・
五
三
〇
頁
〜
五
三
一
頁
。

（
17
）　

道
全
二
・
五
三
一
頁
〜
五
三
二
頁
。

（
18
）　

道
全
二
・
五
三
二
頁
。

（
19
）　

道
全
二
・
五
三
二
頁
〜
五
三
三
頁
。

（
20
）　

道
全
二
・
五
三
三
頁
。

（
21
）　

道
全
一
・
三
〇
四
頁
〜
三
〇
五
頁
。

（
22
）　

こ
の
話
の
後
、
道
元
は
「
臨
済
は
黄
檗
運
師
の
嫡
嗣
な
り
、
功
夫
ち
か
ら
あ
り
て
志

閑
の
爺
と
な
る
。
爺
と
は
、
ち
ち
、
と
い
ふ
な
り
。」（
道
全
一
・
三
〇
五
頁
）
と
述
べ

て
い
る
。

（
23
）　

道
全
六
・
一
二
〇
頁
。

（
24
）　

道
全
一
・
四
六
一
頁
。

（
25
）　

青
龍
宗
二
氏
は
「
道
元
禅
師
の
発
心
観
」（
宗
教
研
究
五
一-

三
、
一
九
七
七
年
）

で
「
発
心
に
は
そ
の
心
構
え
が
最
も
重
要
性
を
も
つ
の
で
、
そ
の
た
め
禅
師
は
重
法
軽

身
、
不
惜
身
命
の
熱
意
を
も
っ
て
価
値
生
活
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
要
請
す
る
。
こ
の
心
構

え
は
菩
提
心
そ
れ
自
ら
が
発
動
し
、
発
心
者
は
飛
躍
的
に
本
証
位
に
立
つ
こ
と
と
な
り
、

一
般
仏
教
の
い
う
凡
夫
の
発
心
と
は
異
な
る
仏
の
発
心
と
し
て
「
初
心
の
弁
道
、
す
な

わ
ち
本
証
の
全
体
な
り
」
と
い
う
本
証
妙
修
の
仏
行
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。」

と
論
じ
て
い
る
。

（
26
）　

道
全
一
・
二
八
〇
頁
〜
二
八
一
頁
。

（
27
）　

道
全
二
・
三
〇
五
頁
〜
三
〇
六
頁
。

（
28
）　
「
趙
州
観
音
院
真
際
大
師
従
諗
和
尚
、
と
し
六
十
一
歳
な
り
し
に
、
は
じ
め
て
発
心

求
道
を
こ
こ
ろ
ざ
す
。」（
道
全
一
・
一
五
三
頁
）
と
あ
り
、
仏
道
を
求
め
る
「
発
心
」

が
説
か
れ
る
。

（
29
）　
「
趙
州
真
際
大
師
は
、
釈
迦
如
来
よ
り
第
三
十
七
世
な
り
。
六
十
一
歳
に
し
て
は
じ

め
て
発
心
し
、
い
へ
を
い
で
て
学
道
す
。」（
道
全
一
・
四
三
六
頁
）
と
「
行
持
」
上
巻

と
同
じ
内
容
の
文
が
み
え
る
。

（
30
）　

榑
林
皓
堂
氏
は
『
道
元
禅
の
研
究
』（
禅
学
研
究
会
、
一
九
六
三
年
）
に
お
い
て
「
道
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元
禅
師
に
お
け
る
心
は
、
例
外
な
く
、
い
つ
も
真
心
で
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
る
べ
き
で

あ
る
。」（
一
〇
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、「
発
心
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
前

段
階
と
も
い
え
る
「
真
発
心
」
以
前
の
「
発
心
」
も
、
少
数
か
つ
他
者
に
関
す
る
説
示

が
多
い
が
、『
正
法
眼
蔵
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
31
）　

道
全
一
・
四
九
頁
。

（
32
）　

道
全
一
・
四
八
頁
。

（
33
）　

道
全
二
・
三
三
四
頁
。

（
34
）　

南
本
巻
三
四
（
大
正
一
二
・
八
三
八
頁
上
）、
北
本
巻
三
八
（
大
正
一
二
・
五
九
〇

頁
上
）。

（
35
）　
「
こ
れ
を
涅
槃
経
の
四
馬
と
な
づ
く
。
学
者
、
な
ら
は
ざ
る
な
し
、
諸
仏
、
と
き
た

ま
は
ざ
る
お
は
し
ま
さ
ず
。
ほ
と
け
に
随
い
た
て
ま
つ
り
て
、
こ
れ
を
き
く
。
ほ
と
け

を
み
た
て
ま
つ
り
て
、
供
養
し
た
て
ま
つ
る
ご
と
に
は
、
必
ず
聴
聞
し
、
仏
法
を
伝
授

す
る
ご
と
に
は
、
衆
生
の
た
め
に
こ
れ
を
と
く
こ
と
、
歴
劫
に
お
こ
た
ら
ず
。
つ
ひ
に

仏
果
に
い
た
り
て
、
は
じ
め
初
発
心
の
と
き
の
ご
と
く
、
菩
薩
・
声
聞
・
人
天
大
会
の

た
め
に
こ
れ
を
と
く
。」（
道
全
二
・
四
一
六
頁
）
と
あ
り
、
他
者
の
た
め
の
「
発
心
」

で
あ
る
。

（
36
）　
「
時
至
教w

童
行q

也
未w

曾
知z

可p

憐
可p

悲
。
無
道
心
之
人
、
未e
曽
遇w

見
有
道
徳

之
輩z

雖p

入w

宝
山q

兮
、
空
手
而
帰
、
雖p

到w

宝
海q

兮
、
空
身
而
還
。
応p

知
雖e

他

未w

曽
発
心q

兮
、
若
見w

一
本
分
人a

則
行w

得
其
道z

雖p

未p

見w

一
本
分
人q
兮
、
若

是
深
発
心
者
、
則
行w

膺
其
道z

既
以w

両
闕a

何
以
一
益
。」（
道
全
六
・
一
八
頁
〜
二

〇
頁
）
と
あ
り
、
童
子
行
者
を
教
化
す
る
に
際
し
て
「
発
心
」
を
求
め
て
い
る
。

（
37
）　

道
全
二
・
二
七
二
頁
。

（
38
）　

本
稿
で
挙
げ
る
先
行
研
究
以
外
に
、
山
内
舜
雄
氏
が
『
道
元
禅
と
天
台
本
覚
法
門
』

（
大
蔵
出
版
、
一
九
八
五
年
）
第
一
部
、
第
三
章
「
道
元
禅
師
に
お
け
る
信
に
つ
い
て

の
一
考
察
」
や
第
四
章
「
道
元
禅
師
に
お
け
る
信
│
そ
の
密
教
と
の
連
関
に
つ
い
て
│
」

に
お
い
て
先
行
研
究
を
ま
と
め
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。

（
39
）　

道
全
一
・
二
七
九
頁
。

（
40
）　

道
全
六
・
一
三
八
頁
〜
一
四
〇
頁
。

（
41
）　

粟
谷
良
道
「『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
正
信
」
に
つ
い
て
」（
印
度
学
仏
教
学
研
究

四
六
│

一
、
一
九
九
七
年
）。

（
42
）　

道
全
二
・
四
六
五
頁
〜
四
六
六
頁
。

（
43
）　

粟
谷
氏
前
掲
論
文
。

（
44
）　

道
全
二
・
四
七
九
頁
〜
四
八
〇
頁
。

（
45
）　

粟
谷
氏
前
掲
論
文
。

（
46
）　

榑
林
皓
堂
『
道
元
禅
の
研
究
』（
禅
学
研
究
所
、
一
九
六
三
年
）
第
二
篇
、
第
一
章
、

第
四
節
に
「
修
証
不
染
汚
と
信
の
仏
法
│
道
元
禅
に
お
け
る
信
に
つ
い
て
│
」
と
題
し
、

論
じ
ら
れ
る
。

（
47
）　

道
全
二
・
一
三
六
頁
。

（
48
）　

榑
林
氏
前
掲
本
、
一
七
三
頁
。

（
49
）　

衛
藤
即
応
『
宗
祖
と
し
て
の
道
元
禅
師
』（
第
五
章
「
正
伝
の
仏
法
」、
岩
波
書
店
、

一
九
四
四
年
、
二
二
七
頁
〜
二
二
八
頁
）
に
「
然
し
其
の
信
は
入
仏
道
の
基
本
と
し
て

最
初
に
要
求
せ
ら
る
る
の
み
で
な
く
、
学
道
の
究
極
で
あ
る
と
し
て
、
菩
提
分
法
の
巻

に
「
仏
果
位
に
あ
ら
ざ
れ
ば
信
現
成
あ
ら
ず
、
こ
の
ゆ
え
に
い
は
く
、
仏
法
大
海
信
為

能
入
な
り
、
お
ほ
よ
そ
信
現
成
の
と
こ
ろ
は
仏
祖
現
成
の
と
こ
ろ
な
り
。」
と
あ
っ
て
、

信
は
竟
に
証
に
帰
す
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
。
…
…
か
く
の
如
き
信
は
信
解
行
証

と
い
ふ
時
の
理
解
の
予
件
と
し
て
の
信
、
従
っ
て
実
践
修
行
の
過
程
と
し
て
の
五
十
二

位
の
信
位
の
信
と
同
一
視
し
て
は
な
ら
ぬ
。
…
…
而
し
て
こ
の
機
の
浅
深
を
択
ば
ざ
る

信
は
、
最
早
、
知
ら
ん
が
為
に
信
ず
る
と
い
ふ
如
き
知
の
予
備
条
件
と
し
て
の
信
で
は

な
く
し
て
、
知
を
排
除
し
超
越
し
た
行
の
力
と
し
て
の
信
と
な
る
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

（
50
）　

道
全
二
・
四
四
二
頁
〜
四
五
〇
頁
。

（
51
）　

粟
谷
氏
前
掲
論
文
。

（
52
）　

道
全
二
・
二
七
二
頁
。

（
53
）　
「
伝
衣
」
巻
（
道
全
一
・
三
七
〇
頁
）
に
「
と
き
に
ひ
そ
か
に
発
願
す
、
い
か
に
し

て
か
わ
れ
不
肖
な
り
と
い
ふ
と
も
、
仏
法
の
正
嫡
を
正
伝
し
て
、
郷
土
の
衆
生
を
あ
は

れ
む
に
、
仏
仏
正
伝
の
衣
法
を
見
聞
せ
し
め
ん
。
か
の
と
き
の
正
信
、
ひ
そ
か
に
相
資

す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
心
願
む
な
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
い
ま
受
持
袈
裟
の
仏
子
、
か
な
ら
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ず
日
夜
に
頂
戴
す
る
勤
修
を
は
げ
む
べ
し
、
実
功
徳
な
る
べ
し
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

正
信
・
発
願
・
勤
修
と
の
次
第
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
（
粟
谷
氏
前
掲
論
文
）。

（
54
）　
「
袈
裟
功
徳
」
巻
（
道
全
二
・
三
一
七
頁
）
に
「
い
は
ん
や
無
上
菩
提
の
た
め
に
、

清
浄
の
信
心
を
お
こ
し
て
袈
裟
を
著
せ
ん
、
そ
の
功
徳
、
成
就
せ
ざ
ら
め
や
は
。」
と

あ
る
こ
と
も
、
発
心
が
清
浄
の
信
心
を
お
こ
す
こ
と
の
論
拠
と
し
て
い
る
（
粟
谷
氏
前

掲
論
文
）。

（
55
）　

粟
谷
氏
前
掲
論
文
。

（
56
）　

道
全
一
・
一
四
五
頁
。

（
57
）　

道
全
二
・
三
三
六
頁
。

（
58
）　

道
全
一
・
四
三
四
頁
。

（
59
）　

道
全
二
・
四
一
三
頁
〜
四
一
四
頁
。

（
60
）　

道
全
二
・
三
七
二
頁
〜
三
七
三
頁
。

（
61
）　

道
全
四
・
一
六
頁
。

（
62
）　

道
全
二
・
三
九
頁
。

（
63
）　

道
全
二
・
一
〇
三
頁
。

（
64
）　
『
碧
巌
録
』
巻
五
、
第
四
三
則
（
大
正
四
八
・
一
八
〇
頁
上
）
に
「
洞
山
寒
暑
廻
処
」

の
話
が
垂
示
さ
れ
る
。

（
65
）　

道
全
一
・
四
九
二
頁
。

（
66
）　
「
発
無
上
心
」
巻
（
道
全
二
・
一
六
一
頁
）
に
「
し
か
の
み
に
あ
ら
ず
、
知
家
非
家

捨
家
出
家
、
入
山
・
修
道
、
信
行
・
法
行
す
る
な
り
、
造
仏
・
造
塔
す
る
な
り
、
読
経
・

念
仏
す
る
な
り
、
為
衆
説
法
す
る
な
り
、
尋
師
訪
道
す
る
な
り
、
跏
趺
坐
す
る
な
り
、

一
礼
三
宝
す
る
な
り
、
一
称
南
無
仏
す
る
な
り
。」
と
あ
る
。

（
67
）　

道
全
一
・
三
四
七
頁
。

（
68
）　

道
全
二
・
三
二
二
頁
。

（
69
）　

Ｓ
Ａ
Ｔ
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
二
〇
一
八
年
版
）
と
『
永
平
広
録
語

彙
索
引
』（
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
。

（
70
）　

角
田
泰
隆
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』（
博
士
論
文
、
二
〇
一
四
年
）
本
論
、
第

一
章
、
第
四
節
「
悟
と
証
」。

（
71
）　

石
井
清
純
「『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
「
大
悟
」
の
定
義
に
つ
い
て
」（
印
度
学
仏
教

学
研
究
五
一
│

一
、
二
〇
〇
二
年
）、「
大
悟
・
仏
性
・
古
仏
心
│
『
正
法
眼
蔵
』
に
お

け
る
本
質
的
存
在
と
自
己
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
│
」（『
国
際
禅
研
究
』
四
、
二
〇
一

九
年
）。

（
72
）　

角
田
氏
前
掲
博
士
論
文
、
二
〇
七
頁
。

（
73
）　

道
全
二
・
三
三
六
頁
〜
三
三
七
頁
。

（
74
）　

道
全
一
・
二
〇
四
頁
。

（
75
）　

佐
藤
氏
前
掲
論
文
よ
り
抄
略
。

（
76
）　

道
全
一
・
二
九
二
頁
。

（
77
）　

道
全
一
・
五
八
頁
。


